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講義名 研究演習Ⅰ

濵田　実担当教員
後期 金曜日 ５時限開講期・曜日・時限

ゼミ
学部ゼミ

概要説明
交通機関の発達によって、観光産業は大きく成長してきました。他方、経済のグローバル化、科学技術の発展、新型ウィルスの発生など交通機関を取り巻く環境は
激しく変化しています。当ゼミでは、エアライン・鉄道事業をはじめとした交通関連企業が多岐に抱える経営課題を考察、その解決策を研究します。
（１）交通機関の概要、輸送機関の進化について学習する。
（２）取り巻く外部環境を認識し、企業の具体的経営課題を考える。
（３）グループ討議を通じ、考え得る解決策をまとめ、発表する。

また、講義を通じ、学生が自主的に課題を考え、グループ全体で討議し、その成果を発表することで、社会人として必要とされる主体性、積極性、チームワーク力
、コミュニケーション力等の素養を身につけます。

教員よりの要望

文学士

学位

全体像を俯瞰した後に、グループワークとプレゼンを行います。チームワークを大切に積極的な発言、責任ある行動ができる学生の参加に期待します。

講義コード 55206

備考

学部

濵田実ゼミナール（交通事業経営）

演習名

人間社会学部

学科
観光学科

教員英字氏名
Minoru Hamada

研究室

最終学歴
天理大学外国語学部英米語学科卒業

主な研究活動・社会活動・研究業績

主な卒業論文のタイトル

趣味・特技
国内・海外旅行、ギター、ジョギング、カラオケ、週末近隣散歩

所属
流通科学大学人間社会学部観光学科

所属学会

専門分野
航空事業経営、ホスピタリティマネジメント、航空ビジネス・ロジスティクス

選考方法
対面での個人面談を実施する予定です。

担当科目
教養特講Ⅰ（観光学へのいざない）、観光事業論、航空事業経営論、ホスピタリティマネジメント論、専門基礎演習、研究演習Ⅰ、海外ホスピタリティ研修

備考
開講曜日以外の日程（週末など）に活動を実施することがあり、原則として全員参加を求めます。活動には交通費程度の個人負担が発生します。

評価方法
ゼミ活動活性化への貢献度、授業内での討論参加と行動力、研究発表内容を総合的に判断します。

授業形態 演習

実務経験の有無及び活用
航空会社での勤務（本社部門、空港部門、貨物部門、海外駐在）の経験を活かして、企業チーム力のダイナミクスや醍醐味等、実社会での様々な経験・エピソード
も交えながら、社会人基礎能力の醸成を図る。


